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ファイル／フォルダー・ツリー探索プログラム
作成 2023-04-16

１．はじめに
このプログラムはファイル／フォルダーのツリー構造を Excel あるいは Calc シートに展開す

るプログラムです。フォルダー構造が煩雑になったとき、ツリーを探索しファイルの存在を効
率良く確認整理するために使用します。ファイル、フォルダーが即座に閲覧可能にする。そし
て、ファイル／フォルダー構造を年度管理する目的で開発しました。
そのためファイル／フォルダーのハイパーリンク設定を可能にしました。リンクは絶対パス、

相対パスのどちらかを選択でき、管理方法によってどちらかを選択します。
（注)相対パスは探索基準位置の親フォルダーです。展開シート(Excel or Calc)は親フォルダーに保存する必要があります

２．ツリー探索の基準(開始)位置を決定
2-1 プログラム起動画面

【プログラムの起動画面】

・探索結果をリスト表示
する

・探索位置を決定する

・探索条件を選択する

2-2 ファイルリストビューを使って探索位置を決定します

(1) 探索位置をクリックする
・ファイルリストビューが表示する

【ファイル・リスト 探索ビュー】
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(2) 探索するフォルダー位置を設定する
→表示したフォルダーがメインウインドウのフィールドに設定される

(3) 探索条件を選択します
・ファイルのツリー
・フォルダーのツリー
・ファイルとフォルダーのツリー

(4) エクセルやカルクにデータを転送する構造を決定します。
・シート展開(グリッド)タブを選択します

(5) 展開条件を選択します

・条件の選択後、3．ツリー探索の実行を行います。
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３．ツリー探索の実行
3-1 ツリー探索を実行し探索リストに結果を出力します
(1) [ツリー探索]ボタンをクリックする あるいはメニューから選択する
・探索リストにリスト表示する

【ファイル／フォルダーの探索】

・ファイル／フォルダーを選択しておく

【ファイルの探索】

【フォルダーの探索】

・ファイルを選択

・フォルダを選択
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4．シート展開（グリッド表示）を実行する
エクセルやカルクにデータを転送するためにリストデータをグリッド表示に展開する。
展開方法は以下の3つになっています。
・全て展開
・ツリー展開（枝を表示しない）
・ツリー展開（枝を表示）

(1) 展開条件を選択する
・ツリー展開（枝を表示）を選択する

【ツリー展開(枝表示)】

(2) [シート展開]ボタンを
クリックする

【全て展開】 【ツリー展開(枝非表示)】
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5．展開データを転送する

(1) [展開データ転送]ボタンをクリックする

【Excel 転送結果】
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5－1．フォルダー毎のファイルデータを分割シート出力
【展開データ】

・分割位置
3rd 階層

・フォルダ毎
分割

(1) 分割シート出力にチェックする

(2) 分割位置を決定する

(3) ［展開データ転送］ボタンをクリックする

・一括データシートに加えてフォルダー毎にシートが作られデータが転送される
【フォルダー毎データシート】
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5－2．ハイパーリンクデータ処理

ファイル名、フォルダ名をハイパーリンク表示をすることができます。これによって、ファ
イルやフォルダが即座にアクセス可能になります。なお、ハイパーリンクは絶対パスの設定と
探索基準フォルダーからの相対パス設定が可能になっています。
ファイルパスが変更するような保存ストレージの場合は相対パスをとります。ハイパーリンク
を可能にするために探索基準フォルダーに出力結果ファイルを保存する必要があります。

（1）ハイパーリンク処理をチェックし
処理シート条件を選択します

（2）必要に応じて、相対パスリンクをチェックする

（3）［展開データ転送］ボタンをクリックする

・ハイパーリンクは下線付きの青色表示になります。
【ハイパーリンク出力結果】
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5－３．表の形式処理

目的に応じて出力表の形式を選択します。現在設定できる項目は以下の4つあります。
・表の出力セル位置
・表タイトル（フォルダ名）の表示と位置(行のみ)
・出力日表示（位置は最下行固定）
・データ転送状況の表示（データ転送後に Excel や Calc を表示する）

（1）設定例

・B 列２行目から表を出力する

・表タイトルを1行目に出力する
列は表の開始位置と同じ

（表タイトルはフォルダ名）

・出力日の出力をする
・転送状況は表示しない

【出力結果】



- 9 -

６．階層コピー機能

展開したツリーを階層ごとに他のストレージ（メディア）にコピーする機能を持ちます。
・１階層のフォルダーのみのコピー
・フィルタリングした探索ファイルのみのコピー
・タイムスタンプをコピー元と同一にすコピー
など、さまざまなモードでコピーが可能になります。

(1) 階層ごとにコピー処理をおこなうにチェックします

(2) ツリー探索を実行します

(3) コピーしたい階層の列位置(見出し行)を
クリックします

・選択表示します

・確認ダイアログが
表示します

（4）コピー先フォルダーを選択し
コピーを実行します
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６－１．階層コピーオプション(日時指定)

コピー後のファイルの日時は、通常、コピーした日時に
なります。これを以下の設定が可能になります。
・元のファイルの日時にあわせる
・任意の日時にする

・コピー後のファイルをコピー前のファイル日時にあわせるとき
チェックを入れる。

・コピー後のファイルの日時を指定するとき
チェックを入れ日時を設定する。


